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はじめに 

この論文は、大学院のゼミの談話におけるあいづちについて、発話途中に挿

入されるあいづちに限っており、あいづちが出る直前に語り手がいいさしする

傾向を示していることとの関連性を分析して研究を進める。 

ゼミは日本の大学と大学院の一つ重要な研究活動である。身近の大学を見、

ゼミに参加する留学生がたくさんいると強く感じられる。しかし、日本の学生

にとってはごく自然であるゼミのやり方は、留学生にとっては簡単なことでは

ないのだろう。ゼミで自然発話を進められるために、自然談話によく使われる

あいづちの使い方を身につけなければならないと言えよう。相手があいづちを

求めていることを見出し、タイミングを見つけることは、適当にあいづちを使

えるための指導になるのではないだろうか。 

今までの研究は、あいづちは自然談話を促すことを明らかにした。嶺川由季

(2000)1に、ブレイクタウンの修復にとって「ハイ」と「エエ」などのあいづ

ちはあまり役に立たないと述べられているが、談話の成立にとってあいづちが

代わりのない重要な役割を担っていることを明確に認められている。あいづち

の機能だけではなくて、その分類、使われる頻度、場合、対象などについての

研究も非常に多い。例えば、中島悦子(2011)2に、『女性の言葉・職場編』(1997)

に収録された談話資料を使用し、場面、世代、性別関係、年齢関係、親疎関係

などによって、「ハイ」と「ウン」の使い分けを詳しく論じている。あいづち

自身だけではなく、あいづちと談話の内容の関係性についての研究もある。例

を挙げると、土井晃一ら(2000)3は対話の中に、あいづちと直前に相手の「ね」

の使う頻度から、関連性を分析している。あいづちの研究を見ると、対話を対

象にする研究がほとんどである。 

しかし、そこに問題が出てくる。ゼミでは、一人が長く話し続ける場合が多

く、発話途中にあいづちはもちろんよく挿入されている。語り手が発話を短く

切ったり,「いいさし」の形で終わらせたりし、あいづちを待つことを見つけ、

あいづちをすれば、合格のゼミ参加者になるのであろう。 

そのため、本文はゼミの文字化資料の中に、発話途中に出てくるあいづちの

直前に語り手の表現を統計し、分類し、発話途中に挿入されるあいづちといい

さし表現との関わりを分析して研究を進める。 

 

１、研究の資料と分析の方法 

（1）研究の資料 

研究の資料は、２０１５年９月に、神奈川県の三浦半島のホテルで行われた

都内の大学院の某ゼミナールの４０分程度の談話二つを文字化したものであ
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る。 

一つは、「議論の流れの中で、学習者に絵本の効果を確かめるのに、なぜ日

本語学習者だけでなく、韓国語学習者も対象にするのか。また、絵本多読に向

いている本を調べるのに、なぜ日本語学者でなく、日本語教師を対象にするの

かが問題となる」4についての討論の文字化資料である。 

もう一つは、ゼミで発言内容が終わった後、発表者の「因子分析」の結果と

方法についての質問と応答の文字化資料である。 

（２）分析方法 

今回行った分析は、以上の二つの資料の中に、発話途中に挿入されるあいづ

ち5を見つけ、計数し、その直前に語り手がどのような表現を使うのかを全部

記録して分類する。分類した後の各々の比率を計算してその結果からあいづち

といいさし表現との関連性を明らかにしようとする。分類の方法は、表１のと

おりになる。 

 

 

 

いいさし表

現 

（１）〜が・も・を 

（２）〜とか〜とか・と 

（３）〜で・に 

（４）〜て（で） 

（５）けど・が・けれども 

（６）〜ので・から 

（７）ほかの表現 

終止形  

躊躇い表現 あの・その 

              （表１） 

 

２、分析の結果 

統計した結果は以下の表２にまとめている。 

 分類 数 比率 

 

 

 

いいさし表現 

（１）〜が・も・を 8 12.70 % 

（２）〜とか〜とか・と 9 14.29 % 

（３）〜で・に 9 14.29 % 

（４）〜て（で） 6  9.52 % 

（５）けど・が・けれども 8 12.70 % 

（６）〜ので・から 5  7.93 % 

（７）ほかの表現 6  9.52 % 

いいさし表現合計 51 80.95 % 

終止形  9 14.29 % 

躊躇い表現 あの・その 3  4.76 % 

合計  63      1 

(表２) 

 

データから、いいさし合計の比率は 80.95%までも達しているということが
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わかる。その中(2)(3)が一番多く、どちらも 14.29%であり、次は(1)(5)でど

ちらも 12.7%であり、ほかには(4)は 9.52%となり、(6)は 7.93%で(7)ほかの表

現は 9.52%であるということである。終止形は 14.29%となり、躊躇い表現も

4.76%しかない。いいさし表現を見ると、(1)~(6)のようにほとんど助詞であり、

(7)ほかの表現の中にも助詞が入っている。 

以上のデータから、発話途中に挿入されるあいづちはその直前に語り手がい

いさしすることと緊密に関わっていると考えられよう。また、語り手が発話す

る時、助詞などのいいさし表現を使い、相手のあいづちを求めるということも

想像できるのだろう。あいづちを使うことにもタイミングというものに気をつ

けなければならないと思う。勝手にあいづちを使い、語り手の話しを切るので

はなく、語り手のいいさし表現を見出し、適切なタイミングにあいづちを使う

というのである。 

 

（今回はここまでにする） 

 

 


